
自己評価して明確化した人間関係形
成能力の視点を、これからの行動目
標を立てる根拠に生かされており、学
びを生活に生かす目標ができた！

これまでの学習を変えることなく

「学習のまとめの時間」を利用し
て

キャリア能力の視点をもって

自己理解を深める手順を踏んで

自己理解を深めることができた

行動目標の内容別内訳

28%

3%
9%

11%

４９%役割・協力

コミュケー
　　　ション

他者の理解

自己の理解

その他

９７％視点に合った行動目標→

そこで
研究課題を！

　問い合わせ先　群馬県総合教育センター
　　　　　　　　　    担当係：高校教育研究係　　０２７０－２６－９２１４（直通）

「キャリアノート」の成果

キャリア能力の視点を与えることで！
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「視点を与えた学習のノート」と
「視点与えなかった昨年度の感想文」

の分析結果の比較

1４% 3７% 34% 27%
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キャリアノート
(視点を与えた)

感想文
(視点を与えない)

全教育活動からキャリア教育を推進できます！

キャリア教育を負担なく、すぐに実践できます！

生徒は自己理解を深めることができます！

キャリアノートを使うことで！

｛自己理解を深める手順｝を踏むこと
で、経験したキャリア能力を自己評価
を通じて明確化し、その視点をもとに
行動目標を立てることができた！

明確化した自己の人間関係形成能力
を生かした根拠を持った行動目標

学校の全教育活動から
のキャリア教育の推進

自己理解を深める生徒
の育成

各教科や学校行事等をキャリア
能力の視点で整理した「キャリア
ノート」を活用して、全教育活動
からキャリア教育の推進を図る。

各教科や学校行事等の「学習の
まとめの時間」を利用して、ノート
の中の各ワークシートの構成を工
夫することで、自己理解を深める
生徒の育成を目指す。

教科や行事をキャリア能力の視点で
整理して自己理解をめる

キャリアノートの作成

長 期 研 修 Ⅱ 研 修 員 山 本 暁

しかし
キャリア教育の現状は

キャリア教育の充実！

●全教育活動からの
          キャリア教育の推進

●多面的な自己理解活動の奨励

文部科学省

「キャリア教育推進の手引き」
　　　　　　　　　　　H１８．１１

「中学校新学習指導要領解説」
　　　                 H２０．７

－自己理解を基にこれからの行動目標を立てられる生徒の育成を目指して－

(概要版)

音楽科
合唱活動
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自己理解を深める手順

キャリア能力の視点を与えて

４領域 ８能力

コミュニケーション能力人間関係形成能力 自他の理解能力

情報活用・探索能力 職業理解能力情報活用能力

役割把握・認識能力 計画実行能力将来設計能力

選択能力 課題解決能力意思決定能力

これまでの教育活動を生かし
単元構成を変えることなく

自己理解を深める手順を踏んで

学習のまとめの時間の利用し

見つける・集める

深める・整理する

まとめる・伝え合う

①グループで意見交換をする。

②話し合いの結果を報告する。

学習のまとめの時間

○自分の考えを説明し、話題をとらえて発言する。

単元の目標

キャリア能力の定着活動

キャリア能力の視点を

加えた振り返り活動

国語科 第１学年 単元

「グループディスカッション」

自己理解活動

学 習 活 動

「キャリアノート」

を活用して！

行動目標の設定

従来の教科や行事の「学習のまとめの時間」を利用した

キャリア能力の定着化

単

元

の

流

れ
話し合い活動に焦点化

自
己
の
存
在
価
値
を
理
解
し
、

積
極
的
に
諸
活
動
に
か
か
わ
ろ
う
と
す
る
生
徒

経験から育成され
たキャリア能力の
明確化

身に付けたキャリア能
力をこれから学校生活
に生かす行動目標

国語

１年「グループ・ディスカッション」

２年「プレゼンテーション」

３年「パネルディスカッション」

育成できるキャリア能力

（意見を述べる力）

（説得する力）

（意見交流の力）

教科として伸ばしたい能力

人間関係形成能力
(コミュニケーション能力)

キャリア領域と教科の連動

行事や体験活動を
振り返る

各教科の学習を
振り返る

中学校３年間の
活動の記録

個別支援の充実

宿泊体験（各学年の宿泊行事等）

職場見学・職場体験・高校体験

生活の記録「目標設定や反省」

生活の記録２「学期末の反省」

三者面談や個別面談に向けて

家庭訪問に向けて

自分を見つめ直そう

学習の記録「定期テスト計画・結果」

保健体育

美術 家庭科

理科

数学 社会 技術

国語 英語 音楽

職業理解

役割把握

情報活用

計画実行

課題解決

コミュニケーション

役割把握

自己理解

選 択

自己理解

自己理解

計画実行

自己理解

ノートの章 内 容

育成される
キャリア能力

キ
ャ
リ
ア
ノ
ー
ト
の
全
体
構
成
図

キ
ャ
リ
ア
教
育
を

分
散
し
て
い
た
活
動
の
記
録
を
一
冊
に
整
理
し
、
身
に
付

け
た
能
力
を
個
人
の
総
合
的
な
力
と
し
て
見
取
る
！

単元の目標 単元の目標 単元の目標

今回のグループディスカッションの活動の中で、自分 今 回 のプ レゼ ン テー ショ ン 活動 の中 で 、自 分の こと に 今回 のパ ネル デ ィス カッ シ ョン の活 動 の中 で、 自分 の
よ く話し合う活 動ができた わかりやすい説明だった発表 わ テーマについていろいろな角度から話しのことに限らず 、あるい 限らず「 、あるいわ「 ことに限らず「「 」 」

話 し合 う 活動 ができて いなかったこと かりずらい説明だった発表 合 う こと ができ た 話 し合 う こ とがで きなわ「 」を書 きだ 」を書きだそう！ 、あ る いわ 「」
そう！ 」を書きだそう！かった

自 分自 身 のことを考 えたとき 「積 極 自 分の発 表 は 「説 仲同じ意今回の活 動の中で 今 回の プレ ゼン テーシ ョンの 中で は 今回のパネルディスカッション活動の中で 「、
的に意見を言えたか 得力のある発表であったか」 見や 違 う意 見 に対 して自 分 の考 えを持 っ た り発 表し た」を次の手順でまとめて見よう！ を次の手順でまとめて見よ

う！ を次の手順でまとめて見よう！りできたか」

具 体 的 活 動 具 体 的 活 動 具 体 的 活 動
(ど の (ど の (ど のや 理 由 や 理 由 や 理 由

ような活動や よ うな活動や ような活動や
理由から) 理由から) 理由から)

(十分満足・満足・課題・重点課題)であっ (十分満足・満足・課題・重点課題)であった。 (十分満足・満足・課題・重点課題)であった。評 価 評 価 評 価た。

これ か らの 生 活の 中で も とい う こ これからの生活の中でも ということは大変 「 」こ とは 大切 な こと で「 」 「 」意 見 の発 表 す る 説明する い ろ い ろ な角 度 か ら 考 え る
違 う 意 見 も 参 考 に い ろ い ろ な 角 度 かとは大変大切なことです。そこで 「 大切なことです。そこで 「 す 。 そ こ で 「、 、 、自分の意見を発 わかりやすく説明する」 とい

を立てよう！ を立てよう！ 」ための行動目標を立てよう！表する」ための具体的な行動目標 うことから具体的な行動目標 ら考えて発表する

目 標 を 立 て 目 標 を 立 て 目 標 を 立 て
(ど の (ど の (ど のた理 由 た 理 由 た 理 由

ような活動や よ うな活動や ような活動や
理由から) 理由から) 理由から)

行動目標 行動目標 行動目標

自 分 の よ さ を 理 解 し て い 自 分 の よ さ を 理 解 し て い 自 分 の よ さ を 理 解 し て い
る。 る。 る。
相手の立場に立って行動で 相手の立場に立って行動で 相手の立場に立って行動で
きる。 きる。 きる。
積極的にあいさつや言葉か 積極的にあいさつや言葉か 積極的にあいさつや言葉か
けができる。 けができる。 けができる。
集団の中で自分の役割を理 集団の中で自分の役割を理 集団の中で自分の役割を理
解して行動できる。 解して行動できる。 解して行動できる。

国語科 人間関係形成能力
自分の個性を発揮しながら、他人の個性も尊重し、様々な人々とコ
ミュニケーションを図り、協力・協同してものごとに取り組む力！

第１学年

十分満足→Ａ

満足→Ｂ

課題→Ｃ

重点課題→Ｄ

十分満足→Ａ

満足→Ｂ

課題→Ｃ

重点課題→Ｄ

十分満足→Ａ

満足→Ｂ

課題→Ｃ

重点課題→Ｄ

総合自己評価
点

分析項目 総合自己評価
点

総合自己評価
点

分析項目 分析項目

人間関係形成能力 総合自己分析

どう生かす どう生かす どう生かす

何を学び 何を学び 何を学び

第２学年 第３学年パネルディスカッション プレゼンテーション グループディスカッション

　
自
己
理
解
を
深
め
る
手
順

活動のまとめ

総合的
自己評価

行動目標

自己評価

負担なく推進し 自己理解を深めることで

３年間の発達段階に応じた
系統的なキャリア能力の変容

自己理解を基に
行動目標を立てられる生徒

パネルディスカッショングループディスカッション

キャリアノートを構成する３年間の活動をまとめた１シート例(国語)

全教育活動から

役割把握

職業理解


